
公共建築物の木造化及び内装等の木質化に対する支援

【担当省庁】林野庁

奈良県における取り組み

・ 平成27年7月に策定した「奈良県林業・木材産業振興プラン」に基
づき、公共建築物への県産材の積極的な利用を進めている。

・ 平成22年10月に施行された「公共建築物における木材の利用の
推進に関する法律」に基づき、奈良県では平成23年度に「公共建
築物における“奈良の木”利用推進方針」を定め、公共建築物へ
の県産材の積極的な利用を進めている。

・ 平成25年度に県下39市町村全てで、「公共建築物の木造・木質
化方針」が策定され、各市町村において公共建築物に対する木
造・内装木質化の取り組みの気運が高まり、国庫補助を積極的に
活用し、実施件数も伸びてきた。

・ しかし、平成28年度に国庫補助率が大幅に引き下げられ、平成29
年度に採択要件の追加により、公共建築物の木造・内装木質化に
ブレーキが掛かっている状況。
奈良の木推進方針」 定め、公共建築物への県産材の積極的な利
用を進め



国にお願いすること

【県担当部局】 農林部 奈良の木ブランド課

公共建築物の木造化及び内装木質化に対する支援の拡充

林業・木材産業成長産業化促進対策交付金の運用において、公
共建築物の木造化及び内装木質化に対して、
予算の増額及び補助率の改善、要件の緩和をしていただきたい。
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